

































































































































































のものな だとしたら、ある悲歌を心に忍ばせてゆく もよいかもしれません。ル・クレジオの『パワナ は クジラの集う秘密の楽園が、人の手によって失わ




































































よりも、自分の感覚と言葉を結びつける作業だと私は考えます。言葉は感覚に先立つものではないはずです。まず体験を反芻することから始まり、イメージを膨らませ、それをとらえる言葉を探し当ててはじめて文字にできる。これは外国語を学ぶ感覚とも似ています。シンプルな言葉で紡がれたこれらの作品から情景がみずみずしく伝わっ く のは、書き手の側に豊かな言語 があり、両者を結びつける上で言葉に囚 れすぎ ないからではないでしょうか。
ややこしいことは抜きにしても、どれ



























































































思う。Sérgio Buarque de H










































性が現れる。彼はその人物のことが頭から離れなくなり、家庭生活と、その現実の人間か空想の中の人物かもわからない女性のあいだで苦しむようになる。その後多くの動揺を経て、結局は家族のもとへ戻るのだが、彼には強い罪悪感が残るのだった。この小説のよさは人間の感情の複雑さを繊細に、深く共感できるかたちで描いていることであ 善悪の間にはっきりとした境界線を引けなときもあるということを、物語 通して教えてくれている。Vladan D
esnica, Proljeća Ivana G
aleba, Zavod za udžbenike, 1997.
（??????????????????????ザヴォド・ザ・ウジュべニケ、一九九七）
手の手術を受けたバイオリニストが、入院生活の中で人生を顧み
る。この小説は、主人公であるそ バイオリニストの過去のエピソードと、それについての反省や心理的、分析的な考察などから 物語であ 主人公は、幼少期や
青春時代の世界に戻り、過去の出来
事
を描いていく。過去を紐解く鍵になるのは、音、色、匂いや雰囲
気の記憶だ。そして想起された物語は、ひとつの哲学 テーマへと収斂されていく。感情的で繊細な描写の中に知的な問題意識が垣間見える作品である。
